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新
年
初
祈
祷
の
ご
案
内

個
　人
　祈
　祷

一
、厄
年
祓

本
　
厄

四
十
二
歳 

男 

昭
和
四
十
八
年
生

三
十
三
歳 

女 

昭
和
五
十
七
年
生

二
十
五
歳 

男 

平
成
　
二
　
年
生

　
十
九
歳 

女 

平
成
　
八
　
年
生

前
　
厄

四
十
一
歳 

男 

昭
和
四
十
九
年
生

三
十
二
歳 

女 

昭
和
五
十
八
年
生

二
十
四
歳 

男 

平
成
　
三
　
年
生

　
十
八
歳 

女 

平
成
　
九
　
年
生

後
　
厄

四
十
三
歳 

男 

昭
和
四
十
七
年
生

三
十
四
歳 

女 

昭
和
五
十
六
年
生

二
十
五
歳 

男 

昭
和
六
十
四
年
生

　
　
　
　
　
　

平
成
　
元
　
年
生

　
十
九
歳 

女 

平
成
　
七
　
年
生

一
、身
祝（
男
女
）

還か
ん

暦れ
き

六
十
一
歳 

昭
和
二
十
九
年
生

古こ

稀き

七
十
歳 

昭
和

二

十

年
生

喜き

寿じ
ゅ

七
十
七
歳 

昭
和

十

三

年
生

傘さ
ん

寿じ
ゅ

八
十
歳 

昭
和
　
十
　
年
生

一
、家
内
安
全
祈
願

一
、商
業
繁
栄
祈
願

一
、合
格
祈
願

一
、安
産
祈
願

一
、初
宮
詣

一
、そ
の
他
諸
祈
願

団
　体
　参
　拝

◆
祈
祷
受
付
時
間  

元
旦  

午
前
０
時
〜
午
後
五
時
／
二
日
以
降  

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

一
、職
場
安
全
・
商
業
繁
栄
祈
願 

等

◎
初
穂
料
　
二
万
円
よ
り
志
（
お
酒
二
升
を
お
供
え
下
さ
い
）

※
事
前
に
ご
予
約
下
さ
い

◎
初
穂
料
　
五
千
円
よ
り
志

（
但
し
厄
年
祓
・
身
祝
祈
祷
は
お
酒
・
鏡
餅
等
お
供
え
下
さ
い
）

お問合わせ　射水神社社務所　☎０７６６‐２２‐３１０４

柔らかな光につつまれた和モダンな雰囲気で

〝 和と洋 〟こだわりの披露宴が叶います。

米べ
い

寿じ
ゅ

八
十
八
歳 

昭
和
　
二
　
年
生

参入道整備予想図（5頁関連記事）



　
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
平
成
二
十
六

年
の
年
頭
に

あ
た
り
、
謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
と
崇
敬
奉

賛
会
・
崇
敬
者
各
位
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
、
崇
敬
奉
賛
会
々
員
各
位
に
は
、

篤
志
を
も
っ
て
神
徳
の
宣
揚
・
神
社
護
持

に
御
協
力
を
戴
い
て
お
り
ま
す
事
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
年
に
亘
り
、
篤
い
敬
神
の
念
の
下
に
崇

敬
奉
賛
会
長
を
務
め
て
戴
い
て
お
り
ま
し

た
綿
貫
会
長
に
は
、
昨
年
、
目
出
度
く
満

百
歳
を
お
迎
え
ら
れ
た
事
を
機
に
、
名
誉

会
長
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
と
し

て
長
年
の
御
苦
労
に
対
し
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
更

な
る
神
徳
宣
揚
に
後
ろ
盾
を
戴
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
扨
、
昨
年
は
、
二
十
年
に
一
度
の
伊
勢
の

神
宮
「
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
」
、
六
十

年
ぶ
り
の
出
雲
大
社
の
「
平
成
の
大
遷
宮
」

と
我
が
国
有
数
の
大
社
で
同
じ
年
に
遷
宮

行
事
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
遷

座
祭
に
、
社
殿
・
神
宝
・
装
束
を
古
い
形

そ
の
ま
ま
に
新
た
に
作
り
な
お
し
、
神
様

を
あ
ら
た
め
て
迎
え
い
れ
る
こ
と
に
秘
め

ら
れ
た
意
義
は
、
神
道
の
自
然
と
の
深
い

関
わ
り
に
言
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本

人
の
深
層
に
あ
る
生
命
観
に
も
触
れ
、
永

遠
に
、
常
に
若
々
し
く
あ
ろ
う
と
す
る
「
常

若
」
の
精
神
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
国
家
の
平
安
と
個
々

人
の
幸
せ
を
あ
ら
た
め
て
お
祈
り
す
る
「
再

生
」
の
儀
式
で
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

日
本
人
の
生
命
観
の
根
幹
に
あ
る
「
常
若
」

の
精
神
は
、
「
古
く
て
、
し
か
も
常
に
新

し
い
」
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
絶
え
る
こ

と
な
く
生
命
の
循
環
と
再
生
が
営
ま
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
甦
り
の
平
成
二
十
六
年
の
新
た
な
年
を

迎
え
、
当
神
社
崇
敬
奉
賛
会
も
綿
貫
崇
敬

奉
賛
会
名
誉
会
長
の
も
と
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
、
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
て
い
く

も
の
と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
来
る
平
成
二
十
七
年
の
式
年
祭
に
向
け

て
は
、
昨
年
十
一
月
十
九
日
に
執
り
行
わ

れ
た
崇
敬
奉
賛
会
理
事
役
員
会
に
お
い
て

長
年
に
亘
り
御
尽
力
を
戴
い
て
お
り
ま
す

穴
田
甚
朗
氏
が
式
年
大
祭
奉
賛
会
々
長
に

満
場
一
致
に
て
推
挙
さ
れ
、
現
在
、
二
月

の
臨
時
総
会
開
催
の
為
、
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
は
間
近
に
控
え
て
お
り
ま
す
こ
の

鎮
座
千
三
百
四
十
年
・
遷
座
百
四
十
年
祭
に

向
け
て
、
御
神
威
も
あ
ら
た
か
に
、
高
岡

の
町
々
里
々
が
益
々
発
展
す
る
事
と
併
せ

ま
し
て
、
崇
敬
奉
賛
会
々
員
各
位
に
は
益
々

ご
健
勝
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

射
水
神
社
宮
司
　
松

本

正

昭

常
に
若
々
し
く

年
頭
の
ご
挨
拶

　
新
年
明
け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆

様
に
は
ご
家

族
お
揃
い
で

清
々
し
い
初
春
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　
総
裁
と
い
う
身
に
余
る
役
を
仰
せ
つ

か
っ
て
一
年
余
り
経
ち
ま
し
た
。
東
京
で

の
公
務
の
た
め
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
、

綿
貫
会
長
始
め
役
員
・
会
員
の
皆
様
、
ま

た
、
松
本
宮
司
始
め
神
職
の
皆
様
の
ご
指

導
と
お
力
添
え
を
頂
き
、
射
水
神
社
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
思
い
で
務

め
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
二
十
年
に
一
度
の
伊
勢
神
宮

の
式
年
遷
宮
と
、
六
十
年
に
一
度
の
出
雲

大
社
の
大
遷
宮
が
重
な
り
ま
し
た
。
国
全

体
に
東
日
本
大
震
災
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

新
た
な
気
持
ち
で
前
進
し
よ
う
と
い
う
気

運
が
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

秋
に
平
成
三
十
二
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
が
決
定
し
た
の
も
偶
然
で
は
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
射
水
神
社
も
来
年
は
鎮
座
千
三
百
四
十

年
、
遷
座
百
四
十
年
の
節
目
に
当
た
り
ま

す
。
丁
度
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
と
重
な

る
訳
で
、
新
た
な
発
展
の
時
代
へ
と
地
域

が
踏
み
出
し
て
行
く
予
感
が
致
し
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
現
在
、
全
国
山
・
鉾
・

屋
台
保
存
連
合
会
の
会
長
を
務
め
て
お
り

ま
す
。
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
祭
礼
に
携
わ
る
皆
さ
ん
の
組
織
で
す

が
、
総
会
等
で
各
地
に
出
向
く
と
、
お
祭

り
が
地
域
の
人
々
の
絆
で
あ
り
、
元
気
の

源
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
す
。
そ
し
て
、
お

祭
り
の
礎
は
常
に
、
そ
の
地
域
を
見
守
る

神
社
の
神
々
で
す
。
「
村
の
鎮
守
の
神
様

の
」
の
唱
歌
の
通
り
、
県
西
部
各
地
で
盛

ん
な
獅
子
舞
も
村
祭
り
で
あ
り
、
老
若
男

女
が
地
域
に
集
い
、
心
を
通
わ
せ
、
明
日

へ
の
活
力
を
蓄
え
る
大
切
な
催
し
で
す
。

　
地
域
の
中
心
に
神
社
が
あ
り
、
田
植
え
、

収
穫
、
様
々
な
節
目
に
鎮
守
の
神
様
に
感

謝
す
る
祭
礼
を
通
じ
て
、
地
域
が
元
気
に

な
る
。
そ
れ
が
日
本
と
い
う
国
の
文
化
で

あ
り
国
柄
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
射
水
神
社
も
、
来
年
の
式
年
大
祭
斎
行

に
向
け
、
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
の
、
国
と
皆
様
の
弥
栄
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

崇
敬
奉
賛
会
総
裁
　
橘

慶

一

郎

神
社
と
祭
礼
と
地
域
の
元
気



手水舎完成予想図

　
第
六
十
二
回
を
迎
え
た
二
十
年

毎
の
神
宮
式
年
遷
宮
は
、
十
月
二

日
に
内
宮
に
お
い
て
遷
御
の
儀
が

斎
行
さ
れ
、
当
社
で
も
遙
拝
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　
千
三
百
年
以
上
と
い
う
長
い
歴

史
と
伝
統
の
式
年
遷
宮
の
ま
ご
こ

ろ
を
我
々
は
決
し
て
絶
や
し
て
は

な
ら
ず
、
弛
む
こ
と
な
く
次
代
へ

継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
次
第
で
す
。

　
伊
勢
の
神
宮
に
お
い
て
天
照
大

御
神
に
新
穀
を
お
供
え
し
、
収
穫

を
感
謝
す
る
神
嘗
祭
当
日
の
十
月

十
七
日
、
毎
年
恒
例
の
神
嘗
祭
遙

拝
奉
祝
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
に
は
、
こ
の
度
の
神

宮
式
年
遷
宮
を
奉
祝
し
、
小
馬
崎

達
也
＆
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
御

遷
宮
奉
祝
奉
納
公
演
が
執
り
行
わ

れ
、
参
列
者
一
同
、
神
恩
感
謝
の

誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

祝 

御
遷
宮

神
宮
遷
御
遙
拝
式
を
斎
行

　
十
月
六
日
、
伊
勢
の
神
宮
の
式

年
遷
宮
を
記
念
し
、
「
い
み
づ
の

炎
む
す
び
」
を
初
め
て
執
り
行
い

ま
し
た
。

　
境
内
を
優
し
く
包
み
込
む
約

八
百
個
の
ろ
う
そ
く
の
あ
か
り
に

各
々
が
日
々
お
守
り
く
だ
さ
る
神

様
へ
の
〝
感
謝
〟
と
〝
祈
り
〟
を

込
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ア

も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
が

た
そ
が
れ
時
の
雰
囲
気
を
満
喫
し

ま
し
た
。

祝 

御
遷
宮

い
み
づ
の
炎（
ほ
）む
す
び
を
斎
行

祭
事
暦 

（
上
半
期
）

8
月
7
日  

七
夕
短
冊
焼
納
祭

8
月
17
日  

土
俵
祭

8
月
27
日  
諏
訪
社
例
祭

9
月
16
日  
秋
季
大
祭

9
月
22
日  

日
吉
社
秋
祭

　
　
　
　

 

院
内
社
秋
祭

9
月
23
日  

秋
季
皇
霊
祭

10
月
1
日
〜
11
月
30
日

　
　
　
　

 

七
五
三
ま
つ
り

10
月
2
日  

神
宮
遷
御
遙
拝
式

10
月
6
日  

い
み
づ
の
炎
む
す
び

10
月
8
日  

高
岡
市
護
国
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
季
大
祭

10
月
17
日  

神
嘗
祭
遙
拝
・

　
　
　
　
　
　
　

奉
祝
祭

11
月
3
日  

明
治
祭

11
月
23
日  

新
嘗
祭

12
月
22
日  

冬
至
祭

12
月
23
日  

天
長
祭

12
月
25
日

　
　

  

神
符
守
札
奉
製
入
魂
祭

12
月
29
日  

年
越
大
祓

12
月
31
日  

除
夜
祭

毎
月
1
日
朔
日
祭
・
23
日
月
次
祭

祝 

御
遷
宮 

神
嘗
祭
遙
拝
奉
祝
祭

奉
祝
奉
納
公
演
も

秋の夜空のもと、幻想的に照らされる社殿

神宮と同じ棟持柱をもつ神明造の当社本殿（昭和61年撮影）

いみづ茶寮にて

　
射
水
神
社
は
、
二ふ

た
が
み
の
か
み

上
神
を
奉
斎
し
て
二
上
山
麓
に
創
建
さ
れ
、『
延え

ん

ぎ

し

き

喜
式
』
越
中
三
十
四
座

中
で
唯
一
の
名み

ょ
う
じ
ん
た
い
し
ゃ

神
大
社
、
ま
た
国
家
安あ

ん
お
ん穏

、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
越
中
国
一
宮
と
し
て
、
古

来
そ
の
御
神
威
は
朝ち

ょ
う
や野

に
知
れ
わ
た
り
、越
中
国
の
大
守
護
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
国
内
で
最
高
の
国こ

く
へ
い
ち
ゅ
う
し
ゃ

幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
、
神
仏
分
離
の
世
情

を
背
景
に
、
諸
条
件
を
鑑
み
、
現
鎮
座
地
の
高
岡
城
本
丸
跡
に
官
費
を
以
っ
て
社
殿
が
造
営
さ

れ
、
同
八
年
（
一
八
七
五
）
九
月
十
六
日
、
盛
大
且
厳
粛
に
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
終
戦
に
よ
り
官
費
が
断
た
れ
て
後
、
神
社
の
衰
退
は
極
め
て
厳
し
く
、
こ
れ
を
憂

え
て
奉
賛
会
が
発
足
、今
日
ま
で
広
く
県
内
外
よ
り
崇
敬
奉
賛
の
赤せ

き
せ
い誠

が
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）、
畏
き
辺
り
よ
り
幣
帛
料
を
賜
り
、
御
鎮
座
千
三
百
年
・

御
遷
座
百
年
祭
が
麗
し
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
式
年
大
祭
を
十
年
毎
に
斎
行
し
、
拝
殿
、
参
集
殿
等
の
増
改
築
、

境
内
整
備
等
が
執
り
行
わ
れ
、
現
在
の
社
頭
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
る
平
成
二
十
七
年
は
、
御
鎮
座
千
三
百
四
十
年
・
御
遷
座
百
四
十
年
の
節
目
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
元
の
鎮
座
地
で
あ
る
二
上
山
と
の
太
古
よ
り
の
地
縁
を
繋
ぐ
と
共
に
、
崇
敬
者
各
位

の
御
奉
賛
に
よ
り
、
式
年
大
祭
、
並
び
に
記
念
事
業
を
執
り
行
い
、
御
神
徳
に
報
い
、
さ
ら
な

る
御
神
威
の
発
揚
に
つ
と
め
た
く
存
じ
ま
す
。

　
何
卒
、
絶
大
な
る
御
奉
賛
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
記
念
事
業
の
概
要
》

御
本
殿
及
び
社
殿
屋
根
修
繕
・
手
水
舎
増
改
築
・

参
道
境
内
整
備 

等

《
祭
典
並
び
に
各
奉
祝
行
事
日
程
の
ご
案
内
》

◆
稚
児
社
参
・
神
賑
奉
納
行
事
（
平
成
二
十
七
年
六
月
よ
り
受
付
開
始
）

　
平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
一
日
（
月
・
敬
老
の
日
）

◆
神
輿
渡
御
［
本
社
→
二
上
射
水
神
社
］

　
　
　
　
　
　
　
　
同
二
十
二
日
（
火
・
国
民
の
休
日
）

◆
式
年
大
祭
・
慶
賀
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
同
二
十
三
日
（
水
・
秋
分
の
日
）
午
前
十
時
斎
行

平
成
二
十
七
年
　
　
　
　
　
　

式
年
大
祭
斎
行

御
鎮
座
千
三
百
四
十
年

御

遷

座

百

四

十

年



神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式

平
成
二
十
五
年

文
　
月　
七
月
挙
式

中　

原　

圭　

一
・
由　

記

沼　

田　

敬　

樹
・
由　

衣

葉
　
月　
八
月
挙
式

宇
和
山　
　
　

猛
・
陽　

子

長
　
月　
九
月
挙
式

中　

田　

公　

治
・
幸　

子

中　

杉　

晴　

久
・
美　

和

清　

水　

克　

志
・
恭　

子

瀧　

田　

邦　

広
・　

恵

南　
　
　

建　

志
・
高　

子

東　

海　

章　

人
・
志　

帆

佐　

武　

洋　

平
・
亜
由
美

藤　

木　
　
　

修
・
聡　

子

金　

森　

賢　

一
・
仁　

美

二　

俣　

宏　

和
・
康　

子

神
無
月　
十
月
挙
式

土　

居　

隆　

洋
・
真　

弓

衣　

笠　
　
　

正
・
麻　

子

長　

柄　

大　

介
・
美
恵
子

徳　

田　

弘　

之
・　

愛

山　

口　

智　

史
・
真
由
美

畠　

山　

義　

史
・
美　

佳

堀　
　
　

智　

也
・
香　

織

川　

合　

英　

文
・
由　

佳

山　

﨑　

敬　

久
・
朋　

美

吉　

田　

陽　

司
・
栄　

子

髙　

嶋　

芳　

樹
・
八
知
世

寺　

島　

大　

悟
・
由　

弥

松　

田　

光　

矢
・
か
お
り

霜
　
月　
十
一
月
挙
式

舘　
　
　

竜　

二
・
幸　

恵

佐　

野　

雅　

史
・
春　

香

永　

井　

剛　

成
・
麻
里
子

吉　

田　

雅　

充
・
妙　

子

水　

口　

信　

礼
・
美　

緒

中　

嶋　

寛　

徳
・
文　

路

干　

場　
　
　

剛
・
佳　

代

萩　

野　

充　

彦
・
百　

恵

狩　

野　

達　

郎
・
可
奈
子

魚　

倉　

浩　

史
・
美　

穂

中　

島　
　
　

淳
・
香　

織

窪　

江　

淳　

志
・
英
吏
子

亀　

山　

陽　

一
・　

望

山　

崎　

寛　

太
・
華　

恵

師
　
走　
十
二
月
挙
式

古　

川　

健　

治
・
裕　

子

中　

山　
　
　

崇
・
明　

美

水　

木　

大　

輔
・
由　

佳

高　

澤　

直　

樹
・
美　

希

泉　

田　

篤　

志
・
早　

苗

舛　

田　

清　

幸
・
朋　

美

今　

井　

壮　

史
・　

忍

江　

藤　

忠　

法
・
理　

恵

⑲
元
宮
・
二
上
射
水
神
社
の

　
築
山
神
事
の
こ
と
（
そ
の
一
）

　
射
水
神
社
元
宮
で
あ
る
二
上
射
水
神

社
（
高
岡
市
谷
内
鎮
座
）
で
は
、
毎
年

四
月
二
十
三
日
（
旧
暦
三
月
八
日
）
に

春
季
例
祭
に
併
せ
、
築
山
神
事
が
斎
行

さ
れ
る
。

　
築
山
は
境
内
の
三
本
杉
と
呼
ば
れ
る

大
杉
の
下
に
社
殿
に
面
し
て
、
つ
ま
り

二
上
山
に
向
か
っ
て
作
ら
れ
る
。
幅
四

間
、
奥
行
三
間
の
舞
台
状
の
壇
で
、
上

下
二
段
に
な
っ
て
お
り
、
上
段
中
央
に

唐
破
風
の
簡
素
な
祠
が
し
つ
ら
え
ら

れ
、
そ
の
前
に
三
本
の
御
幣
が
立
て
ら

れ
る
。
屋
根
の
上
に
は
斧
を
か
ざ
し
た

天
狗
が
立
ち
下
段
に
は
甲
冑
に
身
を
固

め
た
四
天
王
（
多
聞
・
増
長
・
持
国
・

広
目
）
の
藁
人
形
が
置
か
れ
、
い
ず
れ

も
面
を
付
け
て
鎧
に
身
を
固
め
、
刀
を

さ
し
て
、
背
に
は
名
を
記
し
た
標
記
を

背
負
う
。
祭
壇
の
左
右
に
は
桜
と
白
い

モ
ク
レ
ン
を
模
し
た
紅
白
の
造
花
が
篭

い
っ
ぱ
い
に
入
れ
ら
れ
飾
ら
れ
る
。

　
古
代
の
信
仰
で
は
、
神
は
天
上
で

あ
る
天
津
御
空
に
あ
り
、
祭
祀
に
際

し
て
神
を
招
き
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
、

祭
り
が
終
わ
る
と
お
帰
り
を
戴
い
た
。

そ
の
降
臨
さ
れ
る
依
代
が
、
磐い

わ
さ
か境

・

磐い
わ
く
ら座

ま
た
、
神ひ

も
ろ
ぎ籬

で
あ
り
神か

ん

な

び

奈
備
で

あ
る
。
射
水
神
社
は
、
古

来
、
御
神
体
で
あ
る
二
上

山
を
神
奈
備
と
す
る
信
仰

で
あ
り
、
祭
祀
は
二
上
山

山
頂
で
執
り
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
人
々
の
生
活
が
複
雑

に
な
り
、
そ
の
生
活
の
安

寧
を
願
う
よ
う
に
な
る
と
、

春
秋
の
祭
祀
だ
け
で
な
く
、

年
中
人
里
に
神
々
の
常
住

を
願
い
、
便
利
な
山
麓
に

人
工
の
築
山
を
造
っ
て
二

上
山
の
神
々
を
お
迎
え
し

祭
祀
を
執
り
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
山
麓
に
立
派

な
社
殿
が
造
営
さ
れ
て
か
ら
は
、
祭

祀
は
そ
こ
で
執
り
行
わ
れ
る
の
が
本

来
で
あ
り
、
祭
の
都
度
神
々
を
降
臨

賜
る
築
山
は
不
要
と
な
る
。
し
か
し
、

二
上
山
麓
の
射
水
神
社
元
宮
で
は
現

在
ま
で
太
古
の
神
事
を
連
綿
と
守
り

伝
え
て
お
り
、
全
国
で
も
類
ま
れ
な

貴
重
な
神
事
で
、
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
、
伊
勢
の
神
宮
で
は
ご
遷
宮
の
佳

節
の
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
、
遷
御
の
儀

も
恙
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　ご
遷
宮
を
奉
祝
致
し
ま
し
て
、
今
号
の

「
杜
の
景
色
」
は
、
ご
遷
宮
に
関
す
る
当

社
で
の
祭
儀
等
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
当
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

二
十
七
年
の
式
年
大
祭
に
向
け
諸
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
趣
意
書
を
ご
覧
頂

き
何
卒
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

発
　
行
　
射
水
神
社

発
行
日
　
平
成
二
十
六
年
一
月

発
行
所
　
〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

T
E
L
　
（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X
　
（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所
　
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

― 

訂
正
と
お
詫
び 

―

　
社
報
『
射
水
』
第
二
十
号
の
表
紙
写
真
を
、

「
古
城
の
滝
」
と
明
記
致
し
ま
し
た
が
「
城
光

寺
の
滝
」
の
誤
り
で
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
み
て
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
、
ご
ぞ
ん
じ
の

と
お
り
、
富
山
県
は
、
昆

布
の
消
費
金
額
が
日
本
一

で
す
。
そ
し
て
、高
岡
市
は
、

昆
布
専
門
店
が
、
県
内
で

一
番
多
い
所
で
あ
り
、
昆

布
が
好
き
な
土
地
が
ら
で

す
。
最
近
で
は
、
昆
布
ス

イ
ー
ツ
や
昆
布
飯
な
ど
で
、

さ
ら
に
昆
布
の
文
化
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　
扇
子
昆
布
店
は
、
昭
和

三
十
八
年
に
旅
篭
町
に
店

を
構
え
、
五
十
年
経
っ
た

今
で
も
昆
布
を
手
で
削
る

事
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
昆
布
を
手
作
り
し

て
い
る
の
は
三
軒
だ
け
と

な
り
ま
し
た
。
店
の
奥
に

あ
る
作
業
所
で
は
、
息
子

と
私
で
「
黒
と
ろ
ろ
昆
布
」

と
「
お
ぼ
ろ
昆
布
」
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　
黒
と
ろ
ろ
昆
布
は
、
ま

ず
専
用
の
包
丁
に
の
こ
ぎ

り
の
刃
の
よ
う
な
細
か
い

凹
凸
を
つ
け
て
、
研
ぐ
所

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
一
杯

の
酢
に
つ
け
た
昆
布
を
、

そ
の
包
丁
で
力
を
入
れ
て
、

く
い
こ
ま
せ
な
が
ら
何
度

も
削
り
ま
す
。
三
年
ほ
ど

か
か
っ
て
や
っ
と
一
人
前

に
な
る
の
で
、
息
子
も
四

苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

　
お
ぼ
ろ
昆
布
は
、
専
用
の

包
丁
を
な
め
ら
か
に
研
ぎ
、

刃
の
先
を
少
し
曲
げ
ま
す
。

黒
と
ろ
ろ
昆
布
を
削
っ
た

後
、
白
い
面
を
一
度
に
削
り

ま
す
。
六
年
ほ
ど
し
た
ら

や
っ
と
満
足
の
い
く
物
が
作

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
父
か
ら
受
け
継
い
だ
技

を
息
子
に
伝
え
た
い
。
そ

し
て
、
高
岡
の
昆
布
文
化

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
作
業
場
は
、
一
般
の
方

で
も
見
学
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い

で
下
さ
い
。
手
作
り
し
か

だ
せ
な
い
昆
布
の
食
感
を

一
度
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

三本杉の前に設営された築山
写真提供：いこまいけ高岡（http://takaoka.zening.info）

越
中
の
食
彩

扇
子 

忠
之

扇
子
商
店

手
作
り
の
味
に

　
　
　
　
こ
だ
わ
る

『
ふ
る
さ
と

射
水
神
社
』


